
滋
賀
・西
河
原
遺
跡

所
在
地
　
　
　
滋
賀
県
野
洲
郡
中
主
町
大
字
西
河
原

調
査
期
間
　
　
一
九
九

一
年

（平
３
）

一
二
月
を

一
九
九
二
年
二
月

発
掘
機
関
　
　
中
主
町
教
育
委
員
会

調
査
担
当
者
　
徳
網
克
己

遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

遺
跡
の
年
代
　
飛
蔦
時
代
を
江
戸
時
代

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

西
河
原
遺
跡
は
、
野
洲
川
右
岸
下
流
域
の
沖
積
地

（自
然
堤
防
帯
）
に
位
置
す

る
遺
跡
で
、
こ
れ
ま
で
は
平
安
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
か
け
て
の
集
落
跡
と
考

Ｔ
温
Ｎ
強
　
″
卜
■
／
　
双
生
／
争
勢
″
　
　
え
ら
れ
て
い
た
が
、
近
年
の
二

回
の
発
掘
調
査
で
中
世
の
集
落

跡
や
屋
敷
跡
と
共
に
、
そ
の
下

層
に
飛
鳥
時
代
を
奈
良
時
代
の

水
田
遺
構
等
が
存
在
す
る
こ
と

が
粥
ら
か
と
な
っ
て
い
た
。

今
回
の
第
三
次
発
掘
調
査
地

点
は
、

「丙
子
年
」

（天
武
五
年

＝
一ハ
七
一０
の
文
書
木
簡
が
出
土

し
た
湯
ノ
部
遺
跡
が
南
○

・
八
血
に
、
官
行
状
遺
構
群
や
天
武
朝
の
和
文
体
木

筒
が
出
上
し
た
西
河
原
森
ノ
内
遺
跡

翁
木
簡
研
究
』
八
）
が
北
○

・
五
ｈ
に
存
在

し
、
南
北
に
並
ぶ
同
時
代
の
二
遺
跡
の
中
間
地
点
に
位
置
す
る
も
の
で
、
西
河

原
集
落
の
鎮
守
で
あ
る
二
之
官
神
社
の
隣
接
地
で
あ
る
。
調
査
は
、
個
人
住
宅

の
建
設
に
伴
う
事
前
調
査
で
、
二
八
五
ド
を
対
象
に
三
遺
構
面
に
つ
い
て
調
査

を
実
施
し
た
。

第

一
遺
構
面
で
は
、
平
安
時
代
末

。
中
世
ｉ
近
世
の
水
田
区
画
と
畠
作
の
溝

跡
、
小
規
模
な
建
物
跡

・
柵
跡
ら
し
き
柱
穴
等
が
検
出
さ
れ
た
。
第
二
遺
構
面

で
は
、
平
安
時
代
中
期
ぞ
後
期
の
掘
立
柱
建
物

一
棟
以
上
と
そ
の
廃
絶
後
に
形

成
さ
れ
た
畠
作
に
関
わ
る
溝
跡
多
数
が
検
出
さ
れ
た
。
第
三
遺
構
面
と
し
た
も

の
は
、
本
来
二
面
以
上
の
遺
構
面
に
分
層
す
る
こ
と
が
で
き
る
遺
構
面
を
調
査

の
都
合
上

一
面
と
し
た
も
の
で
、
飛
鳥
時
代
を
平
安
時
代
前
期
の
掘
立
柱
建
物

八
棟
以
上
と
そ
の
西
端
に
木
簡
四
点
が
出
土
し
た
溝

一
条

（ｓ
⊇
三
二
〇
こ

を

検
出
し
た
。
溝
ｓ
Ｄ
三
三
〇

一
は
、
調
査
区
の
西
端
で
か
ろ
う
じ
て
東
岸
肩
部

を
検
出
し
た
も
の
で
、
幅
三

・
二
ｍ
以
上
、
深
さ

一
・
一
ｍ
、
南
北
方
向
の
、

逆
台
形
の
断
面
を
も
つ
溝
で
、
柵
状
の
護
岸
杭
を
不
規
則
に
打
ち
込
ん
で
い
る
。

な
お
、
こ
の
溝
跡
は
、
西
河
原
森
ノ
内
遺
跡
や
湯
ノ
部
遺
跡
で
発
見
さ
れ
た
、

条
里
型
地
割
以
前
の
旧
地
割
の
一
部
に
あ
た
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
堆
積
層

は
、
細
か
く
は
六
層
見
ら
れ
、
腐
蝕
し
た
植
物
を
多
量
に
含
む
シ
ル
ト
層

（第

一
ぞ
四
層
）
と
、　
細
砂
層
と
シ
ル
ト
質
極
細
砂
層
の
互
層

（第
五
上
ハ
層
）
に
分

け
ら
れ
る
。
各
堆
積
層
の
お
よ
そ
の
年
代
は
、
第
四
を
六
層
が
七
世
紀
前
半

・
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七
世
紀
後
半
ｉ
八
世
紀
初
、
第

一
を
三
層
が
八
世
紀
中
頃
を
九
世
紀
後
半
と
考

え
ら
れ
る
。
木
簡
は
、
第
四
層
下
部
よ
り
、
四
点
が
出
土
し
た
。
溝
跡
よ
り
出

上
し
た
共
伴
遺
物
に
は
、
土
器
の
他
に
木
製
品
の
琴
柱

・
斎
串

・
曲
物
底
板

・

箸
、
桃
の
種
、
獣
（牛
）
の
歯

・
骨
、
土
錘
等
が
あ
る
。
墨
書
土
器
に
は
、
「神
」

「
普
万
□
」
「砦
□
」
「成
仲
」
等
の
六
点
が
あ
る
。

８
　
木
筒
の
釈
文

・
内
容

〔司
ヵ
〕

①
　
。
「
郡
□
符
馬
道
里
長
令

×

。「エス丁
　剛而甜則附誦中傘　　　　　　　　　（ぷ９×慧×］
ｏ‘

脚
研
円
電

②
　
・
×
水
□
　
　
　
ｘ

〔不
道
己

。
ｘ
□
□
□
□
□

×

（μ中
］）
×
や
『
×
卜
　
〇
∞
μ

０
　
×ぼ
酔配
×　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ｅ
ｘドΦ溢
寓岸

⑭

　

□
　
　
　
　
　
　
□
　
　
　
　
　
　
□

（∞ε
入
ё
溢

ｏ解

ω
は
、
野
洲
郡
か
ら
管
内
の
馬
道
里
の
里
長
に
女
丁
の
差
点
を
下
達
し
た
文

書

（郡
符
）
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。　
下
半
を
折
損
し
て
い
る
の
と
裏
面

の
墨
付
が
薄
い
た
め
、
事
書
の
詳
細
な
内
容
や
発
給
者
の
位
署
、
年
月
日
等
は

明
ら
か
で
な
い
。
女
丁
に
つ
い
て
は
、
「仕
女
丁
」
（大
宝
令
）、
「女
丁
」
（養
老

1 0Cln

_騎 _
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令
）、
「仕
女
」

翁
続
日
本
紀
』
神
護
景
雲
三
年
一
〇
月
幸
酉
条
）
と
も
称
さ
れ
、
賦

役
令
仕
丁
条
等
に
よ
る
と
、
仕
丁
と
同
じ
く

一
般
公
民
層
か
ら
徴
発
さ
れ
る
女

の
仕
丁
で
、
宮
内
省
が
検
校
し
後
宮
十
二
司
等
で
三
年
を
任
期
に
雑
役
に
従
事

し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
数
は
、
国
の
等
級
に
よ
り
国
ご
と
に

一

ぞ
四
人
が
差
点
さ
れ
、
天
平

一
七
年

（七
四
五
）
の

「宮
内
省
移
」

翁
大
日
本
古

文
書
』
二
巻
四
一一一三
頁
）
や
延
喜
民
部
省
式
等
か
ら
、
八

。
九
世
紀
を
通
じ
て
お

よ
そ

一
〇
〇
人
前
後
で
あ

っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
近
江
国
は
延
喜
民
部
省

式
で
は
大
国
で
あ
り
、
こ
の
当
時
は
四
人
の
女
丁
を
送

っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
こ
の
木
簡
は
、
宮
内
省
も
し
く
は
近
江
国
司
よ
り
女
丁
差
点
の
命

令
を
、
野
洲
郡
司
を
通
じ
て
、
律
令
地
方
行
政
の
末
端
で
あ
る
馬
道
里
長
に
下

達
し
た
文
書
で
、
里
長
の

「里
御
宅
」
で
あ
る
可
能
性
が
出
て
き
た
西
河
原
遺

跡
で
廃
棄
さ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
木
筒
の
年
代
は
、
共
伴
遺
物
や

書
式
か
ら
大
宝
元
年

（七
〇
こ

を
霊
亀
三
年

（七
一
七
）
の
間
と
考
え
ら
れ
る
。

②
を
⑭
に
つ
い
て
は
、
何
れ
も
上
下
端
を
折
損
し
て
お
り
、
⑤
⑭
は
さ
ら
に

左
側
を
失

っ
て
い
る
た
め
判
読
で
き
な
か
っ
た
。
今
後
の
検
討
に
待
ち
た
い
「

な
お
、
木
簡
の
判
読
、
解
釈
に
際
し
て
は
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
史
料

調
査
室
の
方
々
並
び
に
立
命
館
大
学
の
出
尾
幸
久
氏
よ
り
ご
教
示
を
得
た
。

（辻
　
広
志
）




